
非

計

秋
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
制
度
の
お
知
ら
せ

量
器
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す

田
駒
ヶ
岳
に

登
山
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
へ

は
か
り
の
検
査
の
お
し
ら
せ

　
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
ひ
か
え
、
登
山
者
の

安
全
を
祈
願
す
る
た
め
、
岩
手
県
雫
石
町

と
合
同
で
山
開
き
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
６
月
１
日
㈬
　
▼
９
時:

市
役

所
田
沢
湖
庁
舎
出
発
　
▼
10
時
10
分:

神
事
　
▼
10
時
40
分:

記
念
登
山
出
発

（
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
）

　
▼
12
時:

男
岳
頂
上
で
雫
石
町
と
交
歓

会
　
▼
13
時:

駒
ヶ
岳
八
合
目
へ
下
山

（
下
山
後
、
雫
石
町
を
会
場
に
懇
親
会
）

※
当
日
、
送
迎
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
（
田
沢
湖

庁
舎
～
駒
ヶ
岳
八
合
目
間
）。
ご
利
用
の
方

は
あ
わ
せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
式
典
会
場
／
駒
ヶ
岳
八
合
目
登
山
口

※
山
開
き
、
記
念
登
山
へ
の
参
加
は
無
料
で
す

が
、
下
山
後
の
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、

別
途
会
費
（
３
０
０
０
円)

を
ご
負
担
い
た

だ
き
ま
す
。

※
記
念
登
山
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
各
自
で
保

険
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
／
５
月
19
日
㈭

●
問
合
せ
／
観
光
課
（
中
町
庁
舎
）

　
☎
（
43
）３
３
５
２  

FAX（
54
）４
１
０
２

　
計
量
器
（
は
か
り
）
を
商
売
や
証
明
な

ど
に
使
用
す
る
人
を
対
象
に
、
計
量
法
第

19
条
に
基
づ
く
２
年
に
一
度
の
検
査
が
次

の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
お
持
ち
の
方
は
、
手
数
料
、
計
量
器
を

持
参
の
う
え
、
忘
れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
検
査
日
時
・
検
査
場
所
／

▼
西
木
地
区

　
５
月
25
日
㈬
　
10
時
～
12
時

　（
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
）

▼
田
沢
湖
地
区

　
５
月
25
日
㈬
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　（
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
）

▼
角
館
地
区

　
５
月
26
日
㈭
　
10
時
～
12
時
、
13
時
～

15
時
（
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
）

※
角
館
地
区
12
時
～
13
時
は
検
査
で
き
ま
せ
ん
。

●
手
数
料
／
詳
細
は
、
秋
田
県
計
量
協
会

（
☎
０
１
８-

８
６
５-

２
６
７
１
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
商
工
課
（
中
町
庁
舎
）

　
☎
（
43
）３
３
５
１

　
混
雑
解
消
と
自
然
環
境
保
護
の
た
め
、

駒
ヶ
岳
登
山
口
（
か
も
し
か
駐
車
場
分
岐

点
）
か
ら
駒
ヶ
岳
八
合
目
ま
で
の
区
間
で
、

マ
イ
カ
ー
の
乗
り
入
れ
が
規
制
さ
れ
ま

す
。
規
制
実
施
日
は
、
マ
イ
カ
ー
で
の
進

入
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
規
制
期
間
／
６
月
１
日
か
ら
10
月
31
日

ま
で
の
土
・
日
・
祝
日
と
、
６
月
21
日
か

ら
８
月
19
日
ま
で
の
平
日

●
規
制
時
間
／
５
時
30
分
～
17
時
30
分

※
規
制
時
間
前
で
も
八
合
目
駐
車
場
の
状
況
に

よ
り
規
制
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
規
制
対
象
／
全
車
両
（
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、

許
可
車
両
等
は
除
き
ま
す
）

※
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
５
㍍
以
上
の
大
型
車
両
は

通
行
で
き
ま
せ
ん
。

※
規
制
対
象
以
外
の
車
両
は
、
定
期
バ
ス
に
続

い
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

●
代
替
バ
ス
／
規
制
実
施
日
に
、
高
原
温

泉
と
駒
ヶ
岳
八
合
目
間
に
定
期
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
乗
車
場
所
は
「
ア
ル
パ

こ
ま
く
さ
」
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
仙
北
市
田
沢
湖
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー「
フ
ォ
レ
イ
ク
」
☎
（
43
）２
１
１
１

秋
田
駒
ヶ
岳
山
開
き
参
加
者
募
集

企
業
局
か
ら
の

お
し
ら
せ
で
す

　
５
月
よ
り
、
田
沢
湖
・
西
木
地
区
で
冬

期
間
休
止
し
て
い
た
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

を
再
開
し
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
や
そ
の
周
辺

の
雪
囲
い
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
取
り
外
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
企
業
局
水
道
お
客
様
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
道
を
新
た
に
使
用
す
る
際
や
転
居
等

に
よ
り
水
道
を
中
止
す
る
際
は
水
道
使
用

異
動
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
特
に
、
転

居
す
る
際
に
届
出
を
忘
れ
る
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
届
出
が
な
け
れ
ば
、
水

道
を
使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
水
道
料
金

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー（
角
館

町
小
勝
田
鵜
ノ
崎
）
☎
（
42
）８
０
２
２

メ
ー
タ
ー
検
針
を
再
開
し
ま
す

水
道
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か
？

離職日 軽減対象年度（最大）

平成22年3月31日～平成23年3月30日 平成23年度

平成23年3月31日～平成24年3月30日 平成23年度・平成24年度

平成24年3月31日～平成25年3月30日 平成24年度・平成25年度

平成25年3月31日～平成26年3月30日 平成25年度・平成26年度

平成26年3月31日～平成27年3月30日 平成26年度・平成27年度

平成27年3月31日～平成28年3月30日 平成27年度・平成28年度

平成28年3月31日～平成29年3月30日 平成28年度・平成29年度

●
軽
減
適
用
期
間
／
離
職
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
こ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
倒
産
や
解
雇
に

よ
り
離
職
さ
れ
た
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
税
の

算
定
に
用
い
る
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得

を
１
０
０
分
の
30
に
減
額
し
て
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

の
は
離
職
し
た
本
人
の
み
で
、
給
与
所
得

以
外
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
対
象
と
な
る
方
／
次
の
全
て
の
条
件
を

満
た
す
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
平
成
22
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
さ
れ

た
方

②
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

Ｑ　軽減期間中に就職して社会保険に

入ったときはどうなりますか？

Ａ　職場の健康保険に加入した場合は軽減

措置は終了します。なお、職場の健康保

険に加入したときは国保の喪失手続きが

必要ですので、必要なものを持参して市

民生活課（角館庁舎）、田沢湖・西木地域

センター、各出張所にて手続きをお願い

します。

Ｑ　軽減期間中に就職して社会保険に

入りましたが、また失業して国保に

加入した場合の軽減措置はどうなり

ますか？

Ａ　再離職等によって国保に再加入したと

きがまだ軽減期間内であれば、残りの軽

減期間に係る国民健康保険税が軽減され

ます。軽減期間の満了後に国保に再加入

した場合はこの軽減措置は適用されませ

ん。ただし、再離職の際に新たな雇用保

険受給資格が発生した場合は軽減期間の

再判定がされますので、国保加入手続き

の際に雇用保険受給資格者証をご提示く

ださい。 

Ｑ　軽減期間中に他市町村に転出して、

転出先で国保に加入したときは軽減

措置は続くのですか？

Ａ　転出先の国保においても国民健康保険

税の軽減措置の対象となりますが、転出

先の市町村で新たに国保に加入する際に、

雇用保険受給資格者証をご提示ください。

Ｑ＆Ａ 熊
本
地
震
義
援
金
の
お
願
い

※
現
在
、
支
援
物
資
の
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
多
く
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
の
義
援
金
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
域
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所

５
月
31
日
㈫
ま
で

受
付
場
所

受
付
期
間

問
合
せ
　
総
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
１

マ
イ
カ
ー
乗
り
入
れ
規
制
の

お
知
ら
せ

③
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産
・

解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）
ま
た
は
特
定

理
由
離
職
者
（
雇
用
期
間
満
了
等
に
よ

る
離
職
）

※
特
定
受
給
資
格
者
ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
中
、
離
職
理

由
の
番
号
（
コ
ー
ド
）
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
◎
特
定
受
給
資
格
者
理
由
コ
ー
ド
…

　
　
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32

　
◎
特
定
理
由
離
職
者
理
由
コ
ー
ド
…

　
　
23
、
33
、
34

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
発
行
し
て
い
ま
す
。

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
に
右
記
の
理
由

コ
ー
ド
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
雇
用
保
険
の
特
例

受
給
資
格
者
（
短
期
雇
用
者
の
離
職
に
対
す

る
一
時
金
の
給
付
を
受
け
る
人
）
と
高
年
齢

受
給
資
格
者
（
65
歳
以
上
の
離
職
に
対
す
る

一
時
金
の
給
付
を
受
け
る
人
）
は
、
軽
減
措

置
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
確
認
の
際

ご
留
意
く
だ
さ
い
（
特
例
受
給
資
格
者
の
資

格
者
証
の
右
上
に
は
『
特
』、
高
年
齢
受
給

資
格
者
の
資
格
者
証
の
右
上
に
は
『
高
』
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

●
届
出
に
必
要
な
も
の
／

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
紛
失
・
滅
失

さ
れ
た
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
再
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

②
失
業
者
本
人
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証

③
世
帯
主
の
印
鑑
（
認
め
印
で
も
可
）（
届

出
者
が
世
帯
主
と
な
る
た
め
）

※
届
出
が
遅
れ
て
も
遡
っ
て
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
保
険
税
は
５
年
以
上

遡
っ
て
減
額
変
更
で
き
な
い
た
め
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
税
務
課
市
民
税
係

　（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
７

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ
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農
地
転
用
に
よ
る
農
業
振

興
地
域
除
外
申
請

「
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
（
仮
称
）」
の
建
設
が
始
ま
り
ま
す

申
請
の
受
付
を
し
ま
す

秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム

～
田
沢
湖
再
生
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

　
農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
田
や
畑
、
一

部
の
山
林
・
原
野
な
ど
を
農
用
地
以
外
の

用
途
（
住
居
、
工
場
、
資
材
置
場
、
駐
車

場
等
）
に
利
用
す
る
場
合
は
、
農
業
振
興

地
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

●
除
外
の
要
件
／

①
農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
で
き
る
土
地

が
な
く
、
ま
た
事
業
規
模
に
対
し
て
妥

当
な
面
積
で
あ
る
こ
と
。

　
平
成
28
年
５
月
か
ら
「
田
沢
湖
ク
ニ
マ

ス
未
来
館
（
仮
称
）」
建
設
地
の
造
成
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
の
施

設
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
６
月
末
に
は
本
体

工
事
が
発
注
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

▼総事業費 3億8,578万5千円　 ▼主な財源 3億7,810万円（国・県交付金、過疎債）

　
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
（
仮
称
）
の

建
設
期
間
中
、
通
行
者
の
安
全
確
保
が
困

難
な
こ
と
か
ら
モ
ヤ
森
自
転
車
道
を
全
面

通
行
止
め
と
し
ま
す
。

●
通
行
止
め
区
間
／
大
沢
駐
車
場
内
の
自

転
車
道
入
口
か
ら
県
道
田
沢
湖
畔
線
ま

で
の
全
区
間

●
通
行
止
め
期
間
／
５
月
～
平
成
29
年
３
月

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　
☎
（
43
）１
１
１
２

田
沢
湖
潟
「
モ
ヤ
森
自
転
車
道
」

の
全
面
通
行
止
め
に
つ
い
て

●
業
務
内
容
／
事
務
補
助
員

●
募
集
人
員
／
１
人

●
勤
務
地
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
西

木
庁
舎
）

●
募
集
要
件
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
エ
ク

セ
ル
、
ワ
ー
ド
）
の
で
き
る
方
。
５

年
以
上
の
事
務
経
験
者
。

●
雇
用
期
間
／
６
月
１
日
～
９
月
30
日

　（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

北
市
臨
時
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

仙

田
沢
湖

潟
大沢

モヤ森自転車道
全面通行止め区間

県道田沢湖畔線

至 春
山

大沢駐車場

至 潟尻

②
除
外
に
よ
っ
て
農
地
の
集
団
性
や
、
農

作
業
の
効
率
化
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

③
周
辺
の
担
い
手
等
の
農
用
地
の
利
用
の

集
積
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

④
土
地
改
良
施
設
（
農
道
や
水
路
等
）
に

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

⑤
土
地
改
良
事
業
を
実
施
中
の
区
域
で
な

い
こ
と
、
実
施
済
み
の
場
合
は
完
了
後

８
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
／
５
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫

●
問
合
せ
／
農
山
村
活
性
課
農
業
振
興
計

画
担
当
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
０
６

※
期
間
を
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
勤
務
時
間
／
９
時
15
分
～
17
時
15
分

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
の
紹
介
状
を
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
郵
送
不

可
）。

●
募
集
期
間
／
５
月
13
日
㈮
17
時
ま
で

●
選
考
方
法
／
書
類
選
考
、
面
接
（
実

技
あ
り
）

●
問
合
せ
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
西

木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
８
３

　

正
し
い
こ
と
は
善
で
、
間
違
っ
て
い
る
こ
と

は
悪
だ
と
、
そ
う
教
わ
っ
て
き
た
。
晴
れ
は
楽

し
く
て
雨
は
つ
ま
ら
な
い
。
積
極
性
は
人
生
を

拓
く
け
れ
ど
、
引
っ
込
み
思
案
は
損
を
す
る
。

正
直
者
に
は
ご
褒
美
が
あ
っ
て
、
嘘
を
つ
い
た

ら
エ
ン
マ
様
が
舌
を
抜
く
。
そ
う
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
数
年
で
、
さ
ら
に
価
値
観
の
多
様
化
が
進

ん
だ
。
だ
か
ら
と
言
う
わ
け
で
も
な
い
が
、
忙

し
く
出
歩
く
よ
り
、
雨
の
日
ぐ
ら
い
は
本
を
読

ん
で
思
案
に
暮
れ
た
い
時
も
あ
る
。
あ
れ
こ
れ

首
を
突
っ
込
ま
な
い
で
、
少
し
距
離
を
保
つ
こ

と
も
大
切
だ
。
正
直
に
吐
露
し
た
こ
と
で
、
問

題
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
。
エ
ン

マ
様
と
の
お
付
き
合
い
は
あ
の
世
に
行
っ
て
か

ら
だ
し
、
数
日
前
の
テ
レ
ビ
で
は
、「
嘘
を
つ

け
な
い
男
は
モ
テ
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
で
は

な
い
か
。

　

物
事
に
は
二
面
性
、
と
き
に
も
っ
と
複
雑
な

局
面
が
あ
る
。
良
か
れ
と
思
っ
て
し
た
こ
と
は
、

相
手
に
し
た
ら
大
い
な
る
ご
迷
惑
に
な
る
こ
と

も
多
い
。
人
間
は
生
き
て
い
る
だ
け
で
他
人
を

傷
つ
け
る
。
い
や
自
分
自
身
も
傷
つ
け
る
。

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
１
か
月
が
経
っ
た
。
昨

年
度
に
解
決
し
た
か
っ
た
事
案
の
中
で
、
残
念

な
結
果
に
な
っ
た
ほ
と
ん
ど
は
、
初
期
段
階
の

ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
だ
っ
た
。
災
害
対
応
に
限

ら
ず
、
も
の
ご
と
は
初
動
が
大
切
だ
と
改
め
て

思
い
知
っ
た
。
電
話
一
本
で
済
ん
だ
こ
と
、
初

め
に
説
明
す
れ
ば
課
題
が
複
雑
化
し
な
か
っ
た

こ
と
、
記
録
を
残
し
て
お
け
ば
、
言
っ
た
言
わ

な
い
の
誤
解
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
…
。
た

だ
し
、
書
き
物
も
正
確
さ
が
問
題
で
、
勘
違
い

で
書
い
た
も
の
は
、
そ
の
後
も
記
録
と
し
て
残

り
、
そ
の
ま
ま
歴
史
に
定
着
す
る
。
恐
ろ
し
い

こ
と
だ
が
、
そ
ん
な
勘
違
い
（
間
違
い
）
は
、

こ
れ
ま
で
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
も
そ
も
善
も
悪
も
真
実
も
嘘
も
、

受
け
止
め
る
主
体
で
左
右
さ
れ
る
。
見
方
に

よ
っ
て
評
価
が
分
か
れ
る
。

　

情
報
が
周
辺
に
あ
ふ
れ
て
い
る
時
代
だ
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
は
真
実
な
の
か
、
ま
し
て
や
、

マ
タ
ギ
キ
で
他
者
か
ら
聞
い
た
こ
と
、
ま
た
読

ん
だ
こ
と
で
、
本
質
が
判
断
で
き
る
の
か
。
さ

ら
に
無
益
な
建
て
前
や
プ
ラ
イ
ド
が
、
本
音
を

覆
い
隠
し
て
は
い
な
い
か
。

　

市
の
将
来
、
市
民
生
活
を
支
え
る
統
合
庁
舎

の
議
論
は
、
い
よ
い
よ
熱
を
帯
び
て
き
た
。
一

人
ひ
と
り
が
小
異
を
越
え
て
、
一
人
ひ
と
り
が

未
来
を
拓
く
決
意
で
臨
ま
な
け
れ
ば
、
次
代
を

担
う
市
民
に
申
し
開
き
が
立
た
な
い
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
自
身
と
他
者
と
真
実
と
嘘
』

No.98

まちづくり
日記

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
保
険

は
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会
保

障
制
度
と
し
て
、
重
要
性
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
務
所
で
は
、｢

介
護
保

険｣

に
つ
い
て
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
伺
う

場
と
し
て
、
職
員
が
直
接
出
向
い
て
お

話
を
す
る｢

介
護
保
険｣

出
前
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
要
介
護
認
定
の
申
請
か
ら

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
し
か
た
に
つ
い

て
」「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

や
利
用
料
金
に
つ
い
て
」「
介
護
保
険

料
に
つ
い
て
」「
介
護
保
険
制
度
改
正

に
つ
い
て
」「
高
齢
者
施
設
に
つ
い
て
」

な
ど
、
介
護
保
険
に
関
し
て
知
り
た
い

こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

出
前
講
座
っ
て
な
に
？

講
座
の
内
容

【
対
象
】
仙
北
市
に
在
住
、
在
職
の
方
で

10
人
以
上
受
講
で
き
る
グ
ル
ー
プ
・
団

体
・
企
業
で
す
。

　
10
人
以
上
受
講
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

個
人
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

※
町
内
会
や
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
地

域
の
会
合
に
も
伺
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
企
業
の
社
員
研

修
の
場
な
ど
に
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
開
催
時
間
】
60
分
か
ら
90
分
程
度
で
す
。

【
開
催
場
所
】
受
講
す
る
グ
ル
ー
プ
・
団

体
等
で
会
場
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】
開
催
希
望
日
の
２
週
間
前

ま
で
に
、
介
護
保
険
事
務
所
に
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
介
護
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
Ｏ
Ｓ
介
護
ネ
ッ
ト
」
を
通
じ
て
、
仙

北
市
の
介
護
保
険
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｏ
Ｓ
介
護
ネ
ッ

ト
（U

R
L
  http://w

w
w

.oskaig
onet.or.jp/

）」

【
問
合
せ
】
介
護
保
険
事
務
所 

広
報
啓
発

担
当 

☎
０
１
８
７（
86
）３
９
１
０

介
護
保
険
　
出
前
講
座
の
ご
案
内

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147
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